
13議員が市政を問う
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令和７年第１回定例会終了後から令和７年第２回定例会まで ※「〇」は出席、「×」は欠席、「－」は所属外
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4月24日㈭ 総務文教常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － － － － － － － － － － － － － － 7
6月 5日㈭ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － － － － － － － － － － － － － 7
4月23日㈬ 観光建設常任委員会 － － － － － － － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × － － － － － － － 6
6月 4日㈬ － － － － － － － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × － － － － － － 6
4月21日㈪ 民生福祉常任委員会 － － － － － － － － － － － － － － 〇 〇 〇 〇 〇 × － 5
6月 3日㈫ － － － － － － － － － － － － － － 〇 〇 〇 × 〇 － 4
5月 8日㈭

議会運営委員会

〇 〇 － － － × 〇 － － － 〇 〇 〇 － － － 〇 〇 － － 〇 9
5月27日㈫ 〇 － － － － 〇 〇 － － － 〇 〇 〇 － － － 〇 〇 － 〇 9
6月 2日㈪ 〇 － － － － 〇 〇 － 〇 － 〇 〇 〇 － － － 〇 × － 〇 9
6月18日㈬ 〇 － － － － 〇 〇 － 〇 － 〇 〇 〇 － － － 〇 〇 － 〇 10
6月20日㈮ 〇 － － － － 〇 〇 － 〇 － 〇 〇 〇 － － － 〇 〇 － 〇 10
6月 4日㈬ 議会改革特別委員会 〇 － 〇 － － － － － 〇 － 〇 － － － 〇 〇 － × － － 6
6月18日㈬ 〇 － 〇 － － － － － 〇 － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 － － 7
6月20日㈮ 病院経営改革特別委員会 － 〇 〇 〇 － － － 〇 － 〇 － － － － 〇 〇 〇 － － － 8
5月14日㈬ 第１回臨時会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 19
6月 2日㈪ 第２回定例会（開会） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 18
6月16日㈪ 第２回定例会（一般質問①）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20
6月17日㈫ 第２回定例会（一般質問②）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20
6月18日㈬ 第２回定例会（一般質問③）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 19
6月20日㈮ 第２回定例会（閉会） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20

問　高齢者の特殊詐欺被害を防ぐため、市では
以前、特殊詐欺被害防止機能付電話機等の購
入・設置への補助を行っていたが、この補助を
やめた理由は。
答　平成28・29年度に、65歳以上の市民を対
象に補助を実施し、市ホームページや広報とわ
だ、チラシ配布などで周知に努めましたが、申
請件数が少なかったため終了しました。
問　補助を再度実施する考えは。
答　当市の令和６年の特殊詐欺被害額は約
3,450万円と高額化していることから、再度の
実施について前向きに検討します。

問　廃校施設の現状は。
答　廃校施設は13件あり、その中で活用して
いる廃校施設は10件あります。
問　廃校施設を有効活用するため、文部科学省
が廃校情報を全国に公開し、活用を希望する民
間事業者等とのマッチングを図る「みんなの廃
校プロジェクト」を活用するなど、知恵や資金
を呼び込むべきと考えるが、今後の取組は。
答　未活用の土地と建物について、民間事業者
等の事業化の可能性を調査するため、市ホーム
ページに情報を掲載しサウンディング型市場調
査を実施しており、令和７年度も３回程度実施
する予定です。また、みんなの廃校プロジェク
トも活用するなど、関係課と情報共有しながら
取組を進めます。
問　市ホームページに専用ページを設け、画像
や地図等も活用し、分かりやすく情報発信して
は。
答　既存のページが見づらいという意見もある
ことから、どういった掲載方法が良いのか検討
を進めます。

問　令和７年度から新たに、障がいを持つ児童
や発育に不安を抱える児童が利用している仲よ
し会に対し、専門的知識等を有する支援員を配
置する「障がい児受入推進事業」を実施してい
るが、実施施設数と指導員の配置数は。
答　三本木小、南小、東小、藤坂小、ちとせ小
の５施設で実施しており、10人の支援員を配
置しています。
問　土曜日や長期休暇時は朝の開館時間を早め
てほしいとの声を聞くが、冬期間だけでも早め
ることはできないか。
答　保護者の就労などにより、午前８時より前
の預かり希望があることは認識しており、支援
員の確保など、指定管理者が対応できる体制か、
実情を踏まえ協議を行ったうえで判断したいと
考えています。

問　男女混合名簿は、男女共学の学校において、
児童生徒を性別に一切関係なく、生年月日や姓
名などの順序で並べた名簿のことであるが、令
和７年度当初で導入している学校は何校あるか。
答　小学校は13校中４校、中学校は９校中４
校で導入されており、令和４年度に比べ、小学
校は１校、中学校は３校の増加となっています。
問　学びの場におけるジェンダー平等の意識づ
くりの一助となることから、男女混合名簿の導
入を推進してほしいと考えるが、市の見解は。
答　日常的に使われている名簿は、子供たちの
ジェンダー観に将来にわたって影響を及ぼすも
のと認識し、各校へ導入を働きかけてきました
が、保健体育の授業や健康診断時の不便さから
導入に慎重な学校もあります。先例校の効果的
な事例を紹介しながら、ジェンダー平等教育へ
の理解を深め、導入が一層進むよう努めます。

特殊詐欺被害防止機能付
　　　　　　電話機の購入補助を 仲よし会開館時間の前倒しを

山　田　洋　子
（柊の会）

実施を前向きに検討 指定管理者と協議し判断

久　慈　年　和
（立憲農民クラブ）

問　加齢性難聴は、コミュニケーションを困難
にするなど日常生活を不便にし、生活の質の低
下や認知症のリスクが高まるとされており、難
聴の高齢者を早期発見する仕組みづくりや補聴
器の利活用を進めることは重要な取組である。
市議会では、令和７年第１回定例会で加齢性難
聴者の補聴器購入に対する独自の財政支援制度
創設に関する請願を全会一致で採択したが、こ
の請願の採択を市はどのように受け止めている
か。
答　採択された請願については非常に重く受け

止めています。高齢者の軽度・中等度難聴者に
は現状公的助成がなく、補聴器の購入は大きな
経済的負担となり、その利用の妨げとなる要因
の一つになっていると考えています。加齢性難
聴者が補聴器を使うことにより、人とのコミュ
ニケーションや社会活動への参加が促進され、
社会的孤立を防ぎ、健康長寿のまちづくりにつ
ながると考えています。
問　補聴器は高額な上に医療保険適用外のため、
直ちに助成制度をつくるべきだと考えるが、市
の考えは。
答　補聴器は、使用する人の聞こえの状態に合
わせて調整が必要不可欠な機器であり、購入後
も継続して使用することが重要であると考える
ことから、購入後のフォローアップ体制も含め
た助成制度の創設について早期の実施に向けて
取り組んでいきます。また、高齢者を対象にし
た聞こえに関する調査を進め、その実態把握に
努めるほか、市内耳鼻咽喉科の補聴器相談員と
の連携や、高齢者の軽度・中等度難聴者への支
援について、市町村間で格差を生じさせないよ
う、県への重点要望を継続したいと考えていま
す。

加齢性難聴者へ補聴器助成を

小笠原　良　子
（日本共産党）

早期実施に向けて取り組む
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